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 今回製作したのは磁界ループアンテナ。但し通常紹介されている物と違って、かなり小

型化した物。 

 この前製作したＥＨアンテナは３．５ＭＨｚ、７ＭＨｚそれぞれ専用のアンテナ。切替

えたり同調を取り直したり、あまり使い良くない。今回はそれを改善して、かつ小型であ

ると言う条件でいろいろ探していてぶつかったのが磁界ループ。一般的にはコンデンサと

巨大なワンターン(一回巻き)コイルの共振で構成されている。３．５～７ＭＨｚをカバーし

ようとすると２～３ｍの直径でコイルを作る事になる。これでも結構小型と言えるのだろ

うが、拙宅ではかなり難しい。よってコイルを複数回巻いて小さくできないか試作してみ

た。その経過で海外の試作事例もインターネットで見つかって、勇気づけられた。 

 試作結果は上々で、本格的に製作にかかった。 

 巨大な空心コイルでの共振回路はかなりＱが

高い。超狭帯域アンテナ！！ よってアマチュ

ア無線のバンドをカバーするには可変コンデン

サが必要で、１００Ｗで駆動すると４～５ＫＶ

の耐圧が必要になる。そこで登場したのが真空

バリコン。真空の筒の中に同軸型のコンデンサ

が実装されてその一方をネジで回して出したり

入れたりする。アンテナ直下でこれを可変するに

はリモコンが必要。ラジコンカーのモータで回し

て、バリコンと一緒に回転するように取付けた可

変抵抗で、バリコンの現在位置を手元で知るとい

う仕掛けを作った。 

コイルはハムショップをやっている友人の好意

で提供された１２Ｄ-ＳＦＡという太～い同軸ケ

ーブル約１０ｍの外導体を｢パイプ｣として使っ

た。直径約９５ｃｍ､３回巻きの巨大な空心コイ

ルアンテナの出来上がり。 

 飛びの方は比較する物がないので、良いのやら

悪いのやら・・・。とりあえず３．５～７ＭＨz
に出られるようになったことで良しとしている。 
 
（詳細をお知りになりたい向きが有れば、別途デ

ータなどお知らせいたします→ksuzuka@nifty.com） 
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